
一
二
月
一
一
日
、
丹
後
文
化
会

館
で
米
軍
基
地
い
ら
ん
ち
ゃ
フ
ェ

ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

通
り
右
翼
が
街
中
を
街
宣
車
で
隊

列
組
ん
で
共
産
党
を
つ
ぶ
せ
と
が

な
り
立
て
て
い
ま
し
た
。
国
粋
主

義
者
の
右
翼
思
想
と
米
軍
が
ど
う

結
び
つ
く
の
か
疑
問
符
が
つ
く
と

こ
ろ
で
す
が
、
反
共
で
結
び
つ
い

た
異
様
な
光
景
で
し
た
。

馬
奈
木
弁
護
士
が
土
地
利
用
法

に
つ
い
て
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

米
軍
や
自
衛
隊
基
地
な
ど
の
周
辺

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
や
国
境
離
島
を

注
視
区
域
と
し
て
指
定
し
、
所
有

者
や
使
用
者
を
監
視
、
情
報
取
集

し
て
機
能
阻
害
行
為
が
あ
れ
ば
使

用
中
止
を
勧
告
命
令
で
き
る
も
で
、

す
で
に
今
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
重
大
な
問
題
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
一
月
八
日
、
米
軍
関
係
者
の
交

通
事
故
が
発
生
。
被
害
者
は
救
急

車
で
運
ば
れ
、
怪
我
は
軽
傷
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
警
察
も
米
軍
も
被

害
者
に
は
謝
罪
を
し
ま
し
た
が
、

物
損
扱
い
の
ま
ま
一
一
月
下
旬
ま

で
放
置
し
て
い
ま
し
た
。
被
害
者

か
ら
診
断
書
提
出
と
人
身
扱
い
を

求
め
た
た
め
、
京
都
新
聞
を
は
じ

め
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
報
道
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
事
故
の
扱
い
を
人
身
で

な
く
軽
微
な
物
損
事
故
で
隠
蔽
と

も
と
れ
る
事
故
対
応
に
強
い
怒
り

を
感
じ
、
米
軍
の
綱
紀
粛
正
が
求

め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

岸
田
政
権
が
年
末
に
改
定
す
る

「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
な
ど
安

保
三
文
書
の
骨
子
案
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
骨
子
案
は
、
歴
代

政
権
が
違
憲
と
判
断
し
て
き
た
敵

基
地
攻
撃
能
力
（
反
撃
能
力
）
の

保
有
を
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

米
国
の
先
制
攻
撃
戦
争
な
ど
で
使

用
し
た
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー

ク
の
購
入
を
念
頭
に
、
「
外
国
製

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の

着
実
な
導
入
」
と
先
制
攻
撃
の
武

器
購
入
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。骨

子
案
は
、
敵
基
地
攻
撃
と

「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」
を
一
体
化
し

た
「
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」

（I
A
M
D

）
の
導
入
を
明
記
。
Ｉ
Ａ

Ｍ
Ｄ
は
米
軍
が
開
発
を
進
め
、
ロ

シ
ア
や
中
国
へ
の
対
処
を
念
頭
に
、

同
盟
国
に
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

自
民
、
公
明
両
党
が
保
有
で
合
意

し
た
敵
基
地
攻
撃
能
力
は
、
第
二

次
安
倍
政
権
が
強
行
し
た
「
武
力

行
使
の
三
要
件
」
に
基
づ
い
て
行

使
さ
れ
ま
す
。
海
外
で
の
米
軍
の

武
力
行
使
に
参
加
す
る
「
存
立
危

機
事
態
」
（
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
）
も
排
除
し
て
い
ま
せ
ん
。
自

衛
隊
が
米
軍
指
揮
下
で
、
し
か
も

米
国
製
ミ
サ
イ
ル
を
用
い
て
敵
基

地
攻
撃
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。「

防
衛
力
整
備
計
画
」
は
、
現

在
の
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
か

わ
る
も
の
で
、
お
お
む
ね
五
年
間

の
軍
事
力
整
備
計
画
を
記
載
。
二

〇
二
三
年
度
か
ら
五
年
間
で
総
額

四
三
兆
円
の
大
軍
拡
が
明
記
さ
れ

て
お
り
、
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・

ミ
サ
イ
ル
」
＝
長
距
離
巡
航
ミ
サ

イ
ル
の
導
入
経
費
は
約
五
兆
円
と

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は

防
衛
省
が
世
論
工
作
研
究
に
着
手

し
、
人
口
知
能
技
術
を
使
い
交
流

サ
イ
ト
・SNS

で
国
内
世
論
を
誘
導

す
る
工
作
の
研
究
ま
で
す
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
防
衛

省
に
有
利
な
情
報
発
信
す
る
よ
う

に
仕
向
け
る
な
ど
、
世
論
操
作
が

行
わ
れ
ま
す
。

統
一
選
挙
で
の
前
進
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
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米
軍
基
地
い
ら
ん
ち
ゃ
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

おすすめ記事
日刊紙（12月7日付）

朝の風

戦争させないために学ぶ

分野別の九条の会の一つ、

「教育子育て九条の会」が、

ウクライナ戦争に乗じて軍

拡・改憲へ突き進む岸田政

権に対抗して、「攻められ

たらどうする」ではなく

「戦争にしないためにどう

する」を考えようと呼びか

ける小さなパンフを１１月

に発行した。

特徴の一つは、教育関係

者らしく、ウクライナ侵攻

をやめさせたいと立ち上がっ

た高校生の動きと思いを前

面に出し、３月の愛知県の

高校生緊急平和行動開会宣

言も全文紹介していること

だ。

もう一つの特徴は、日本

が攻められたらと不安を煽

（あお）られ軍備増強やむ

なしと考えてしまう風潮に

対し、いま何を学ぶことが

必要かを提起していること

だ。第一に、核戦争や原発

への攻撃の危険をはらむ現

代の戦争は、軍備を増強す

れば人々の安全が守られる

状況ではないという事実を

認識することだという。

第二に、過去の戦争の悲

惨な被害・加害を学ぶだけ

でなく、戦後史の学びを重

視して平和実現への展望を

つかむことが大事だとして

いる。第２次大戦後の世界

は、核大国をおさえて核兵

器禁止条約を実現させ、東

南アジアではＡＳＥＡＮを

中心に非核平和の地域をつ

くり東アジアも含め最近３

４年間戦争をしないできた。

そして日本は憲法９条を守

り抜いてきたのだ。（比）

米
軍
関
係
者
が
人
身
事

故
の
隠
蔽
か

戦
争
で
き
る
国
づ
く
り

に
前
の
め
り
に

米軍関係者の交通事故と対応、抗議と申し入れ


